
オホーツク総合振興局から送付する納税通知書で、

第１期（8月31日期限）と第２期（11月30日期限）

の２回に分けて納めていただきます。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額を納めてい

ただきます。

連絡・問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係 緯0152－41－0613

【納税に関すること】納税係 緯0152－41－0616

個人事業税・第2期の納期限は11月30日です


児
童
虐
待
と
は

親
な
ど
現
に
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者

が
、
子
ど
も
に
対
し
て
身
体
的
な
危
害
を
加
え
た

り
、
適
切
な
保
護
や
養
育
を
行
わ
な
い
こ
と
、
言

葉
に
よ
る
お
ど
か
し
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
っ
た

り
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
（
さ
せ
る
こ

と
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
、
発
達
を
そ

こ
な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。


し
つ
け
と
の
違
い
は
？

た
と
え
親
な
ど
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い
て
も
、

虐
待
か
ど
う
か
は
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も
に
と
っ

て
有
害
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。


虐
待
し
て
し
ま
う
家
庭
を
追
い
つ
め
な
い

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
虐
待
を
し
て

し
ま
う
保
護
者
の
側
に
も
、
子
育
て
の
不
安
や
い

ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、
家
族
全
体
が
多
面
的
な

悩
み
を
抱
え
、
援
助
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

周
囲
か
ら
保
護
者
だ
け
へ
の
一
方
的
な
非
難
は
、

か
え
っ
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、
問
題
を
悪
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
社
会
全
体
で
子
ど

も
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
助
け
た
い
と
思
う
一
報
が
子
ど
も
の

命
を
救
い
家
族
全
体
を
救
う
の
で
す
。


虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
見
た
り
聞
い
た
ら
、
次
の
通
告
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
身
体
的
虐
待
「
不
自
然
な
傷
が
多
い
」「
叩
く
音

や
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
」

・
ネ
グ
レ
ク
ト
「
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚

れ
て
い
る
」「
車
内
に
子
ど
も
が
放
置
さ
れ
て
い

る
」「
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

外
出
し
て
い
る
」

・
心
理
的
虐
待
「
し
つ
け
の
程
度
を
超
え
て
叱
っ

て
い
る
」「
こ
と
ば
に
よ
る
脅
し
」

・
性
的
虐
待
「
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

て
い
る
（
さ
せ
て
い
る
）」

な
ど
、
不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
通
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
相
談
や
通
告
し
た
人
が
誰
か
特
定
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
情
報
は
、
決
し
て
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》
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月
は
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児
童
虐
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防
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進
月
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で
す
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個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、事

業を行っている個人に、その所得を基礎として課税さ

れる道税です。事業の所得から各種控除額を差し引い

たものに、次の税率をかけて算出します。
と き 平成27年１１月７日（土）

午後１時30分～４時

ところ 津別町民会館 大講堂

第１部 桂ひな太郎師匠による

「成年後見落語」

第２部 シンポジウム

「市民後見人の活動が地域を支える」

・東 啓二 氏（東京大学コミュニティ意思決定

支援プロジェクト特任専門職員）

・五ノ井 八重 氏（釧路市民後見人）

・笹谷 貴志 氏

（津別町あんしん生活サポートセンター専門員）

司会 桂 ひな太郎 師匠

その他 入場無料ですので、多くの町民の方のご出席

をお願いします。

共 催 津別町・津別町社会福祉協議会

問い合わせ先 津別町社会福祉協議会 緯76－1161

津別町地域づくりフォーラム

落語で知ろう成年後見制度

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

津
別
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。



行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
（
番

号
法
）
で
は
、
法
律
に

定
め
ら
れ
た
事
務
の
ほ

か
、
地
方
公
共
団
体
が

独
自
に
行
う
事
務
に
つ

い
て
も
、
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
個
人

番
号
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。



町
で
は
、
現
に
実
施

し
て
い
る
事
務
の
範
囲

の
中
で
、
個
人
番
号
の

利
用
等
が
で
き
る
よ
う
、

条
例
を
制
定
し
ま
す
。



こ

の

た

び
、
条

例

（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
い
た
し

ま
す
。



○募集期間 平成27年11月1日（日）～30日（月）まで

○意見を提出できる方

・町内在住者 ・町内勤務者 ・町内に事業所を有する法人、その他の団体

○閲覧できる場所 ・津別町ホームページ

・役場正面玄関ロビー、中央公民館、さんさん館

○記載事項 住所、氏名およびご意見

※書類様式は、町のホームページからダウンロードしていただくか、閲覧場所

に備え付けられたものを使用してください。

○提出方法 ・郵送 ・ＦＡＸ ・Ｅメール

・総務課職員または閲覧場所の職員へ提出してください。

※電話では受付いたしません。

○注意事項 ・いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

・いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、別途公表いたし

ます。ご意見を公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

○提出・問い合わせ先

総務課 〒092－0292 津別町字幸町41番地

緯（0152）76－2151 内線208 胃（0152）76－2976

E-mail：soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

意見の提出̾ͅい̀

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

北見人権擁護委員協議会・釧路地方法務局北見支

局では、第６７回人権週間（１２月４日から１０日まで）

にちなんで「特設なんでも相談所」を開催します。

人権に関する問題でお悩みの方は、お気軽にご相

談ください。

津別町での開催日は、以下のとおりです。

日 時 １２月４日（金）午後１時から４時まで

会 場 林業研修会館（役場裏）１階図書室

相談員 人権擁護委員

（鷹觜とし子、修田建惠、布瀬勝明）

相談内容 学校・職場でのいじめ、パワハラ、配偶

者や家族からの暴力及びインターネットによる

嫌がらせなどの人権問題から、離婚や成年後見な

ど、さまざまな悩みごと、困りごとについて

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

問い合わせ先

釧路地方法務局北見支局 緯０１５７－23－６１６６

第˒˓ ٝ人ࡀ間
අ୭̈́ͭで͜相談所をٳ୭̱͘す

冬の交通安全運動

問い合わせ先

住民企画課 住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

11月11日（水）～11月20日（金）

○高齢者の交通事故防止

○凍結路面等のスリップによる

交通事故防止

○飲酒運転の根絶
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11月 11日（水）
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